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Abstract
The English Department of Doshisha Women’s College of Liberal Arts offers a subject called 
Shakespeare Production (SP), which has a history of nearly 70 years. The aim of this course is for students 
to study a whole Shakespeare play in preparation for its public performance in the original language. In 
this study, we investigated changes in the speaking ability of SP students from two perspectives: the 
motivation for English learning of 4th-year students and the effect on them of SP's intensive training in 
English expression. In looking at the results, we found that although there was an overall increase in their 
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科目「シェイクスピア研究」（通年 4 単位）に続き、 4 年






「Shakespeare Production I」（通年 4 単位）という選択科
目になった。続く 4 年次の「Shakespeare Production II」
は 8 単位（通年）の選択科目になり、舞台上演により焦点
を当てた科目内容となった。さらに2000年のセメスター制
導入に伴い、 3 年次が「Shakespeare Production I」（春学
期 2 単 位 ）、「Shakespeare　Production II」（ 秋 学 期 2 単


























4.1 Oral Proficiency Interview-computer （OPIc）　
本研究で用いたOPIcは、ACTFL（the American Coun-




























Advanced （Lowのみ） のレベルがあり、Novice Low （限
定的ではあるが単語を羅列し話すレベル） からAdvanced 
Low （自分の考えや経験を流暢に表現できるレベル） まで
の 7 段階評価を用い判定する。Intermediate Midレベルに










評価基準 ACTFL※ Proficiency Guidelines-Speaking
OPIc level 1 ～ 7 （Novice Low ～ Advanced 
Low）





評価要素 • Function / Global Tasks （コミュニケー
ション継続能力）
• Text Type （文章構成力）
• Contents / Context （状況に応じた表現力）
• Comprehensibility （質問意図の把握能力）















































査のために得点化 （ 1 点～ 9 点） し著者により追加された 
（表 2 ）。
4.2 Shakespeare Production III

























SP履修生の調査協力者は2016年度（ 3 年次） の春学期 
「Shakespeare Production I」、秋学期「Shakespeare Pro-
















の 4 技能について最も得意なスキルは何か （Q 3 ）と尋ね





能、Q 4 ）とCommunication 型（練習相手が必要、Q 5 ）
に分け、それぞれ複数選択式で回答を求めた。得意なスキ








































Speaking （75）、Reading （27）、Writing （19）、Listening （6） 


















Individual 型 Reading Writing Listening Speaking 合計
1）語彙を増やす 19 10 13 3 45
2）文法復習 9 5 3 0 17
3）英語に触れる 6 3 30 6 45
4）英語で読む 5 1 6 3 15
5）英語講座を視聴する 0 0 9 1 10
6）DVD、TV、ラジオを英語で視聴する 8 2 47 4 61
7）洋楽の歌詞を確認する 8 3 38 5 54
8）音読を心がける 0 1 4 3 8
9）英語で文章を書く 4 3 5 3 15
10）知見を広める 4 0 9 1 14
表 4．得意なスキルと効果的なCommunication型の学習方法
（複数回答可、数字は回答数）
Communication型 Reading Writing Listening Speaking 合計
1）語学教室に通う 7 2 14 1 24
2）オンライン・レッスンを受ける 2 0 2 0 4
3）英語でプレゼンテーションをする 11 5 17 2 35
4）英語母語話者とコミュニケーションする 5 3 40 3 51
5）英語を共通語としてコミュニケーションする 1 1 16 5 23
6）SNSを利用して英語でやりとりする 6 3 17 2 28











れたレベル （Novice Low からAdvanced Low） を 1 点～
9 点に得点化（表 2 ）し、調査協力者のPre-test （ 5 月中
旬） およびPost-test （11月下旬） の平均点を求めた。平均
判定レベルは、Pre-testにおいて4.8点、Post-testにおいて5.3
点となり、全体として Intermediate Low からIntermediate 





有意な差が認められ （t（31）= 3.3, p <.01）、Post-test 平均
点は Pre-test 平均点より有意に高くなっていることがわ
かった （表 6 ）。
5.3 SP講演終了後の意識調査
SP公演終了後アンケートに回答した28名の内訳は、担
当別に、専任キャスト （ 3 名）、アシスタント・ディレク
ターとコミッティーを除いた専任スタッフ （以下、専任
スタッフ、 5 名）、キャスト・スタッフ兼任 （以下、兼任
スタッフ、16名）、アシスタント・ディレクター／コミッ
ティー （以下 、A/C、 4 名）であった。 4 月と11月（公
演後）で「英語を使うこと」に対する態度や考え方に変化
があったかを問う質問 （Q 3 ） に対し、「ある・どちらかと
いえばある」という回答は21名であった。専任スタッフは
5名中 3 名が「あまりない・ない」、 2 名が「どちらかとい
えばある」と回答しており、英語に対する意識変化を強く
感じたものは一人もいなかった。
次に、 4 月と11月（公演後）で英語の 4 技能（読むこ
と、書くこと、話すこと、聴くこと）に対して抵抗感がな













名のうち 9 名であった。 7 名がその認識をしておらず、こ
表 5．苦手なスキルを「苦手だと感じる」理由（Q6）












（両側）平均値 標準偏差 下限 上限 t 値 自由度












スコア3 スコア4 スコア5 スコア6 スコア7 スコア8 スコア9
系列1 系列2
図 2．OPIc スコア平均点の比較 
(人) 
(点) 





















































































































大きな課題を示している。1 ～ 2 年次生の少人数制のクラ
スでスピーキングに特化した英語の授業が提供されている



































与える意義について」Asphodel, 44, 21-39． 
奥村義博. （2004）.「英語劇上演をめぐって―第一回ゼミ公
演から―」松山大学言語文化研究, 24（1）, 1-17.
Oral Proficiency Interview-computer （OPIc）. The 
American Council on the Teaching of Foreign 
Languages （ACTFL） : 全米外国語教育協会, http://




























【 2 】　英語の４つのスキルについて、あなたが現在「最も苦手」とするのはどれですか。 1 つ選ん
でください。
①　＝ Reading ②　＝ Writing ③　＝ Listening ④　＝ Speaking
【 3 】　英語の４つのスキルについて、あなたが現在「最も得意」とするのはどれですか。１つ選んで
ください。
①　＝ Reading ②　＝ Writing ③　＝ Listening ④　＝ Speaking
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かった順から 4 ➡ 3 ➡ 2 ➡ 1 の順で（　　）に数字を書いてください。該当しないものについて
は「 0 」を書いてください。
①　読む----（       ）
②　書く----（       ）
③　話す----（       ）
④　聴く----（       ）
3 ．４月と現在（公演後）で「英語を使うこと」に対する態度や考え方に変化があったと感じます
か。①～④の中から一つ選んでください。
 ある どちらかと あまり ない
  言えばある ない













 ある どちらかと あまり ない
  言えばある ない
④ -------------- ③ -------------- ② -------------- ①
6 ．「設問５」における回答の理由を、さしつかえなければ教えて下さい（自由記述）。
7 ．ＳＰの授業を通して、「言語学習」という観点から役に立ったと思うものを選び、〇を付けてくだ
さい。（複数回答可）
①　（　　）語彙力
②　（　　）英文を読み込む力
③　（　　）日本語と英語の表現の違いについて
④　（　　）文法力
⑤　（　　）個々の単語の発音
⑥　（　　）まとまった英文の発話
⑦　（　　）発話に伴う音調（声の調子・発声）変化
⑧　（　　）英語の文化的背景
⑨　（　　）その他（具体的に：
8 ．その他、何かあれば自由に感じたことを書いてください。
ご協力いただきありがとうございました。
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